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八街市汚水適正処理構想（案）のパブリックコメントについて

政策名称 八街市汚水適正処理構想（案）

意見募集期間 令和５年３月７日（火）から同年４月５日（水）

閲覧場所 中央公民館 市役所

・時間 下水道課 公文書公開 図書館 ホーム
コーナー スポーツプラザ ページ

南部老人憩いの家
月～金曜日 毎日

募集期間
午前８：３０ 平日－午前８：３０ 開館日

まで掲載
～午後５：１５ ～午後５：１５ 開館時間

（土日・祝日－

午前８：３０～午後

５：００ ）

説明会開催日 令和５年３月２１日（火） ９ ： ００～１１ ： ００

時間・場所 八街市役所 第１庁舎 ３階 第１会議室

意見対象者 市内に住所を有する方

市内に通勤または通学する方

市内に事務所または事業所を有する個人、法人、団体

本案件に利害関係のある個人・法人・団体

提出方法 氏名（団体名）、住所、電話番号、該当内容とご意見を記入し、

郵送・ FAX ・ E メールのいずれかにより提出をお願いします。

持参、意見投函箱への投函

提出先 〒２８９－１１９２

八街市八街ほ３５番地２９

八街市役所 下水道課

F A X ： ０ ４３－４４２－６４１６

E メール： gesuido@city.yachimata.lg.jp

問い合わせ先 八街市役所 下水道課 TEL ： ０４ ３－４４３－１４４０
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八街市汚水適正処理構想（案）

（概要版）

令和４年度

(２０２２年度)

千 葉 県 八 街 市
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１ ．汚水適正処理構想について

汚水適正処理構想は、下水道、集落排水、浄化槽等それぞれの汚水処理施設の有する

特性、経済性等を総合的に勘案し、本市の実情に応じた適切な事業実施を行うためのもの

です。

構想の見直しは、経済比較を基本としつつ、令和６年度を短期目標、令和１６年度を中期

目標、令和３ １年度を長期目標年度として、本市の地域特性や住民の意向、人口減少等の

社会情勢の変化を考慮し、効率的かつ適正な処理区域の設定及び整備・運営管理手法の

選定を行います。

２．汚水処理施設について

汚水処理施設整備に関する手法は、複数の家庭や事務所等からの生活排水を管渠で集

約して１箇所で処理する「集合処理」と、各家庭や事務所等で処理する「個別処理」に大別

されます。

本市における主な汚水処理施設整備手法は図－１のとおりです。

図－１ 主な汚水処理施設整備手法
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３．八街市の汚水処理における現状と課題

１ ）汚水処理の現状

本市では、流域関連公共下水道による集合処理及び合併処理浄化槽による個別処理の

推進を図るため、汚水処理施設の整備を進めています。

令和２年度末時点での汚水処理施設整備状況は、表－１に示すとおりとなっています。

表－１ 汚水処理整備手法別人口

２）汚水処理における課題

本市における汚水処理未整備人口は、２７％（表－１参照）と他市町村に比べて多くなって

います。

現在は公共下水道の整備及び単独浄化槽・汲み取りからの合併浄化槽への転換を行い、

汚水処理施設の整備を進めていますが、本市の財政状況は非常に厳しい状況にあるため、

これまで以上に経済的かつ効率的な整備を策定する必要があります。
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４．構想の見直し方針

今回の構想は、国や千葉県が作成したマニュアルに基づき、今後１０年程度を目標に各

種汚水処理施設の整備が概ね完了することをめざした整備手法の見直しを行います。

整備手法の見直し手順は、

①市内の一定の家屋集合体を「検討単位区域」として設定します。

②①で設定した検討単位区域について、処理に必要な管渠延長等の条件を設定し、集合

処理とした場合の経済比較を行います。

③②で集合処理や個別処理を判定された区域について、複数の区域を接続した方が経済

的になるのか等の比較を再度行い、最終的な集合処理区域・個別処理区域を判定しま

す。

④③の判定結果を基に、最適な整備手法を選定します。

図－２ 検討手順概要図
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５．汚水処理構想見直しの結果

本市では、厳しい財政状況を改善するため、下水道事業の財源として使用料の収入額を

高めるためにも、優先的に人口密度の高い区域から整備を進める必要があります。

しかし、近年の整備進捗状況及び財政状況を考えると、事業完了までには相当な期間を

必要とすること、また既に合併処理浄化槽を設置している区域が多いことから、集合処理区

域を都市計画用途区域と榎戸と八街の用途区域を結んだ区域の内、人口密度の高い箇所と

し、それ以外の区域については個別処理となります。

汚水適正処理構想の見直しを行った結果、現下水道全体区域（ １ ，０３０ ha）公共下水道

区域となり、現下水道全体区域以外は下水道計画区域外となりました。

なお、市全域面積７，４８７haのうち、公共下水道区域は１，０３０ ha、個別処理（合併処理

浄化槽）区域は６，４５７haとなります。

中期計画 長期計画

整 備 手 法 （令和１６年度） （令和３ １年度）

人口（ 人 ） 比較（ ％ ） 人口（ 人 ） 比較（ ％ ）

集合処理
２０，０７８ ３７ １ ６ ，３７６ ４４

（流域関連公共下水道）

個別処理
３３，５６０ ６ １ ２ １ ， １ ７ ６ ５６

（合併処理浄化槽）

未 処 理
１， １ ５７ ２ ０ ０

（単独浄化槽・汲み取り）

合 計（行政人口） ５４，７９５ １ ０ ０ ３７，５５２ １ ００

表－２ 汚水処理整備手法別人口
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６．今後の整備計画

今後は図－３に示す赤色の区域の整備を令和６年度に完了し、残りの青色区域の整備を

令和１６年度、緑色区域の整備を令和３ １年度に完了する予定です。

合併処理浄化槽の整備についても、単独浄化槽や汲み取りから転換促進に努め、早期の

整備完了を目指します。




